
「若者支援と住民参加のまちづくり」
官民連携で未来の気仙沼へ

参加のデザイン

連健夫（むらじたけお）、建築家

JCAABE日本建築まちづくり適正支援機構代表理事



1956年、京都市生まれ、東京都立大学大学院修了、建設会社10年勤務の後、胃の手術がきっかけとなり、
1991年、渡英、AAスクール留学、AA大学院優等学位取得の後、同校助手、在英日本大使館嘱託、
1996年、帰国、建築設計の傍らまちづくりに関わっている。早稲田大学、芝浦工業大学講師、
港区まちづくりコンサルタント、港区景観アドバイザー、2017年～日本建築まちづくり適正支援機構代表理事
※ルーテル学院大学新校舎(JIA優秀建築選)はくおう幼稚園(栃木県建築景観賞)荻窪家族レジデンス(グッドデザイン賞)

→参加の設計・まちづくり



参加のデザイン（街・建築）

•街→住民参加のまちづくり
•建築→利用者参加の建築設計

•参加のデザインの２つの意味
•①参加型の設計やまちづくり
•②参加の機会を作る方法



建築・まちづくりの法体系

地域ルール

全国ルール

・都市計画法

・建築基準法 →全国統一
・景観法 など

・条例

地方自治体が決める→地域の個性

法体系に乗らない自主ルール→地域の個性



法令の中での「参加」位置づけ
・1968年：都市計画案の縦覧、意見書の提出

→パブリックコメントに発展

・1980年：地区計画制度の創設

（地区スケールの計画ツール、住民参加、合意形成の必要性）

→多くの街でまちづくり条例ができた。

・1992年：新都市計画法で、住民参加が奨励された

→都市マスタープラン、ワークショップの手法

・2004年：景観法の制定



タカラ（良い点）とアラ（悪い点、課題）
を見つけ解決策を考えるワークショップ

事例：
赤坂通りまちづくりの会

当方の立場：
登録まちづくりコンサルタント



カメラ係、
メモ係
ポインター係

→小道具は重要！



ゴミ

広告

ｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙ



落書き

窓割れ理論：
Broken Window
Theory.
軽微な犯罪も
徹底的に取り締まる
ことで、凶悪犯罪
を抑止できるとする
環境犯罪学上の理論
。



グループに分かれ
てディスカッショ
ン
→4~6人位が話や
すい

※全員が話す機会



気が付いた点、
好きな所、
問題点、
改善点
などを付箋に
記入し、
地図に貼る

→どれが大切か、
優先順位を
話し合う



先進事例見学
（元町）



ゲート

クランク状
の道

ｽﾄﾘｰﾄ
ﾌｧｰﾆﾁｬｰ

ボラード



切文字、
外照式看板
はオシャレ

→街の自主ルール



赤坂、街づくりの提案の実践
落書きﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ

ビジョンづくりﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ



ビジョン案を作り、
賛同者を募る

→ビジョンの登録には
住民の2分の１以上が必要

→防犯性の高いマンションでは
住民と直接コンタクトを
とることができない。

→断念

→我が街ルール10ケ条（自主ルール）
を作成して運用



通りの改修案

道のデザイン

→一方通行の検討
→名前の募集





気仙沼階上地区
自主的防災移転
支援ワークショップ

仮設住宅住民の生活をお手伝いするNPO
から都立大（市古研）に相談があり

→2０１３年2月11日～12日に訪問
→自主的に集団移転をしたい人がいるので
サポートして欲しい
→9月に最初のﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ、月一度のペース
で訪問



移転候補地、

検討ワークショッ
プ



候補地の特徴を検討



第７回勉強会
場所が決まり、５住戸の敷地割り検討



第８回勉強会
敷地造成の検討
コンサルタントもアドバイザーとして
参加



第９回勉強会
現場でテープを張って敷地を体験



１軒から住宅の設計依頼



完成！



事前復興まちづくり

震災が起こる事前に、
復興のシュミレーションをするまちづくり

事例：白金高輪
（立場：専門家、ファシリテーター）
主催：港区高輪地区総合支所

2017~,白金高輪、白金台、芝浦、麻布、青山、芝三田、芝浦海岸、2025麻布東



エリアを廻る：
タカラ（安全な所、発災後に使える場所）
アラ（危ない所）を話しながら歩く



各ｸﾞﾙｰﾌﾟ
で話し合った
ことを発表し、
共有する



かわら版：
出席できな
かった人
にも分かる
ようにする
→記録



住民参加のまちづくりの良さ

•住民が街の良い点と問題点を考え、共有する。→特徴把握

•良い点を活かし、問題点を改善する提案ができる

・それを行政や専門家と共に実行する。→協働

・自分の街を大切に使う気持ちが生まれる→持続可能性



利用者参加の建築設計

• コーポラティブハウスにおける居住者参加

（英国は公共住宅で発展、日本は民間集合住宅で発展）

→公共建築にも利用者参加の仕組みが取り入れられるようになっ
た。

・利用者参加の理論的構築（実践と理論）

・延藤安弘：千葉大学教授を経てNPOで活動した。ｺｰﾎﾟﾗﾃｨﾌﾞﾊｳｽ推進
者、

都市計画学会賞など多数受賞、著書「対話による建築まち育て」等
多数

・林康義：計画技術研究所所長、住民参加のまちづくりのコンサル、

「協働型まちづくり」等、著書多数。



建築家の設計、利用者参加の萌芽

建築家：芦原太郎、北山恒
白石第二小学校
1996年

計画案に対して、子供たちが使い方のア
イデアを出すワークショップを実施
→ユーザーと建築家の双方向のやり取り



コンぺ案から参加のデザインへ

湘南台文化センター（1990）
設計者：長谷川逸子

コンペで選ばれた案に
対して住民から様々な
反応があったことから、
市民との間に意見交換会
が行われ、これをきっかけ
に市民参加のワークショップ
が実施された。
案の説明、市民の理解、
市民からの要望を計画に
反映、見学会などを実施
→動線計画の変更、
バリアフリーへの手立



住民参加のワークショッププロセスによる建築家設計の
市民ホールが避難所として上手く機能した。
大船渡リアスホール（2009年、設計：新居千秋）



建築設計における利用者参加の事例
（隠岐の島、海士町、知的障害者の作業所）



コンセプト
手作りと交流を楽しみ、希望が感じられる場
→人を迎え入れる建物

メンバー
（利用者）
で新しい建
物について
話し合う

夢をコラー
ジュで表現



３つのコンセプトモデルを作り、
投票で選ぶ→投票による参加
. 



関係者に
床のタイルのデザインを考えもらい、
陶芸家に作ってもらう
→参加の機会を作る！



施工での参加

様々な役割
参加の機会



完成！



使いやすいスペース

手作り品（特産品）
のショーケース



児童養護施設、小田原ゆりかご園、心理療法棟
建て替え、→子供たちの参加





■デザイン
キーワード

賑わい
ｺﾐｭｹｰｼｮﾝ
力強さ
変身
変化
仲間
野生
自然



コンセプト

•楽しく 温かみがあり 変化できる場

自然が感じられる、居心地が良く、安定した場

であると共に、変化に富んだ場・・・・

・・・・・未知の空間、魅力的な空間

→円形・個性的





大黒柱：父性
円形：母性



着工式
儀式の体験



上棟式



外壁の色
投票で決める

参加の機会





色紙に将来の夢を
書いて、壁に貼る





竣工式
子供も挨拶、定礎板取付







ルーテル学院大学新校舎設計→学生の参加





白鴎大学はくおう幼稚園おもちゃライブラリー設計→園児の参加





■ポイント：利用者が設計プロセスに参加する

・小学校→児童が参加する。
・市民ホール→市民が参加する。
・知的障害者の作業所→スタッフメンバーが参加する。
・養護施設→子供たち（居住者）が参加する。
・大学校舎→学生が参加する

・幼稚園→園児が参加する。

※参加の機会をつくる！



オンラインで拡がる世界：カイロ旧市街住民参加の保存まちづくり
においてオンラインで繋がってワークショップを実施

※文化庁、文化遺産国際協力拠点交流事業

スークシラーハ通りと6つの歴史的
建築物の利用保存を住民参加で検討



日本から専門家がオンラインで
繋がり、サポートを行う。

カイロでは、エジプト人建築家が
ファシリテーターを行い
住民参加のワークショップを実施



• 2022年8月カイロ訪問、専門家へ

•まちづくりファシリテーター養成講座

•を実施、指導し

•住民ワークショップを実施



住民参加の街づくりのポイント

•地域のたから（良い点）を活かすと共にあら（問題点）を解決

•地域の特徴、ヴァナキュラー（地域性・土着性）を見出す

•文化の継承という意味で歴史的視点を大切にする

•福祉のまちづくりの視点を大切にする

•コミュニティーづくりの視点を大切にする

※地域に根差すコミュニティー（コモン）

興味関心が同じなコミュニティー（アソシエーション）

の両輪の活動が求められる。



良質な建築、美しいまちづくりのために
行政・住民・専門家を繋ぐファシリテーター（促進者・調停者）が求められる。

ファシリテーター：Facilitator、促進者

1940年代後半に用いられ始めた言葉、当初はｸﾞﾙｰﾌﾟｶｳｾﾘﾝｸにおいて、

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの進行役として全体をまとめていく役割を示していた。それが
会議などで、発言や参加を促したり話の内容を整理し、参加者の認識を

一致させる役割や、まちづくり活動における住民の様々な意見を

まとめていく役割などに繋がっている。

課題を達成すべく、公平な立場に立ち、専門家の言葉を分かりやすく

解説したり、住民のつぶやきを意味ある言葉に翻訳するなど、
様々な立場の意見をまとめていく調停者の役割を担う。



社会課題解決型の一般社団法人

JCAABE 日本建築まちづくり適正支援機構

•良質な建築、美しいまちづくりを目的に設立

•資格やセミナー、行政支援を扱っている。

→認定まちづくり適正建築士、登録まちづくりファシリテーター

• ADR調停人の推薦団体（法務大臣認証ADR機関提携団体）

JCAABEまちづくりファシリテーター養成講座は、

2023年日本工学教育賞、2024年度日本建築教育賞を受賞

→誰でも受講でき、資格を得ることが可能



JCAABE
建築まちづくり
コンクール

日常と非常時
をつなぐ
デザイン

ドノロキ創楽器
フリースペース
つなぎ
梅澤達紀

審査員賞
岩瀬諒子賞



まちづくり←住民が参加、

建築設計←利用者が参加

以前は、建築設計やまちづくりは専門家だけで行っていました。
成熟社会になると

参加により、住みやすい街、使いやすい建築になる。

若者支援→若者の参加の機会をつくる

行政＋専門家＋住民の良い関係・仕組み作りが大切！

※建築まちづくりの民主主義


